
（様式－１ 表紙） 

 

 

 １ 調査名称：町田市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 

 

 ２ 調査主体：町田市 

 

 

 ３ 調査圏域：東京都市圏 

 

 

 ４ 調査期間：平成２０年度～平成２１年度 

 

 

 ５ 調査概要： 

   町田市では、町田市基本構想・基本計画（2003 年度改定）に示す「人が集ま

り、豊かにすごせる魅力あるまち」、町田市都市計画マスタープラン（1999 年

策定）に示す都市づくりの構想や分野別方針の実現を図るための交通施策の基

本方針として、2006 年 2 月に町田市交通マスタープラン（以下、「交通マスタ

ープラン」という。）を策定した。策定にあたっては、2004 年度に交通実態調

査及び交通意識調査を実施し、この基礎データ等に基づき、概ね 2030 年を計画

目標年次とした。 

この交通マスタープランにおいて定められた「目指す交通の姿」や基本目標

で掲げた「成果指標と目標水準」を着実に実現していくためには、ハード・ソ

フトの総合的な施策展開について、より具体的な戦略が必要であり、本調査業

務において、「町田市都市・地域総合交通戦略」の策定に係る検討を行った。 

 

 

 



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名：町田市都市・地域総合交通戦略策定調査 

 

 ２ 報告書目次 

 

序章 業務概要 

序－１ 業務目的 

序－２ 検討体制 

序－３ 業務フロー 

序－４ 業務概要 

 

第１章 総合交通戦略の枠組み 

１－１ 総合交通戦略とは 

１－２ 町田市の現状と課題 

１－３ 戦略目標の設定 

１－４ 戦略施策の設定 

 

第２章 施策展開方針の検討作成 

２－１ 全市的施策の施策展開方針と施策パッケージ 

２－２ 中心市街地施策の施策展開方針と施策パッケージ 

 

第３章 施策展開推進方策の検討整理 

３－１ 目標値の設定 

３－２ ＰＤＣＡサイクルによる施策の推進 

３－３ 推進体制の構築 

３－４ 概算事業費（案） 

 

第４章 市民意見募集の実施 

４－１ 市民意見募集の実施概要 

４－２ 「町田市都市・地域総合交通戦略（素案）」に対する意見整理

  

第５章 町田市交通マスタープラン推進委員会の運営支援 87 

５－１ 会議経過 

５－２ 会議記録簿 

                                                      



（様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制 

 

町田市交通マスタープラン推進委員会
（行政、学識経験者、事業者、関係団体、市民団体）

町田市都市・地域
総合交通戦略検討会

（行政）

作業部会
（行政）

物流分科会
（中心市街地）

路線バス分科会
（公共交通）

関係各課

市

民

本業務の検討体制（網掛け部分）

事務局事務局事務局

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４ 委員会名簿等： 

 

町田市交通マスタープラン推進委員会　委員名簿

区　　　分 所　　　　属 氏　　名

学識経験者 東京海洋大学海洋工学部流通情報工学科 教授 兵 藤　 哲 朗

国土交通省関東地方整備局の職員 国土交通省関東地方整備局建政部 都市整備課長 赤 星  健太郎

国土交通省関東運輸局の職員
国土交通省関東運輸局東京運輸支局
首席運輸企画専門官(輸送担当)

五十嵐  康 夫

東京都都市整備局都市基盤部 物流調査担当課長 三 木　 　 健

東京都南多摩東部建設事務所 副所長 井 上 　幸 夫

警視庁町田警察署の職員 警視庁町田警察署 交通課長 林 　　 正 己

東日本旅客鉄道株式会社横浜支社総務部企画室 副課長 栗 田　 功 一

小田急電鉄株式会社交通サービス事業部交通企画部
課長(輸送計画担当)

落 合　 敢 ニ

東京急行電鉄株式会社鉄道事業本部事業統括部 事業推進課長 坂 本　 織 也

京王電鉄株式会社鉄道事業本部計画管理部 計画担当課長 橋 木　 正 明

多摩都市モノレール株式会社の代表 多摩都市モノレール株式会社総務部 総務課長 脇 本　 徹 也

神奈川中央交通株式会社運輸計画部 計画課長 三 木　 健 明

小田急バス株式会社運輸部 運行計画担当課長 鈴 木 　孝 浩

京王電鉄バス株式会社営業部 営業第一担当課長 窪 田　 　 洋

タクシー事業者関係団体の代表 町田Ｂ･Ｔ･Ｄ協議会 特別顧問 皿 嶋　 裕 規

トラック事業者関係団体の代表 社団法人東京都トラック協会多摩支部第７地区 広報委員 加 藤　 　 弘

町田商工会議所の代表 町田商工会議所１号議員 町田中央支部長 石 井　 幸 隆

町田市商店会連合会の代表 町田市商店会連合会 会長 柳 澤　 秀 秋

市内の障がい者団体の代表 町田市障がい者福祉懇談会事業部 部長 和津田  郁 美

市内の高齢者団体の代表 町田市老人クラブ連合会 会長 小 山　 七 平

町田市町内会･自治会連合会の代表 町田市町内会･自治会連合会 副会長 垣 見　 龍 次

株式会社町田まちづくり公社の代表 株式会社町田まちづくり公社 常務取締役 米 増　 久 樹

町田まちづくり市民会議 佐 藤　 　 勲

玉川学園コミュニティバス推進委員会 桑 澤　 利 京

金森地区コミュニティバス運行協議会 遠 藤  美津子

全25名 (2010年3月1日現在)

市民団体等の代表

鉄道事業者の代表

路線バス事業者の代表

東京都都市整備局 及び
南多摩東部建設事務所の職員

 

 



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

町田市では、町田市基本構想・基本計画（2003 年度改定）に示す「人が集ま

り、豊かにすごせる魅力あるまち」、町田市都市計画マスタープラン（1999 年

度策定）に示す都市づくりの構想や分野別方針の実現を図るための交通施策の

基本方針として、2006 年 2 月に町田市交通マスタープラン（以下、「交通マス

タープラン」という。）を策定した。策定にあたっては、2004 年度に交通実態

調査及び交通意識調査を実施し、この基礎データ等に基づき、概ね 2030 年を計

画目標年次とした。 

この交通マスタープランにおいて定められた「目指す交通の姿」や基本目標

で掲げた「成果指標と目標水準」を着実に実現していくためには、ハード・ソ

フトの総合的な施策展開について、より具体的な戦略が必要である。 

本調査業務は、その戦略となる「町田市都市・地域総合交通戦略」を策定す

ることを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２ 調査フロー 

 

町田市交通マスタープラン（２００５年度策定）

○ 計画条件の検討・設定
・総合交通戦略の視点、枠組み、目標年次、計画区
　域等を設定

○ 政策目標と数値目標の検討・作成
・課題の整理、短期・中期の目標設定

○ 交通施策ニーズ調査の実施・分析
・アンケート調査、ヒアリング調査
・施策の進捗状況調査

○ 重点施策の選定
・交通施策代替案の複数検討、比較評価

市　

民

２
０
０
８
年
度

２．施策展開方針の検討・作成
・実施手順、実施時期、実施主体・手法、技術的
　課題等検討

３．施策展開推進方策の検討・作成
・交通施策施策の仕組み、進行管理体制、関係者
　の役割と責務、市民参加手法等の推進方策につ
　いての検討

４．原案の作成
・素案作成
・原案作成

５．町田市総合交通戦略の策定
・総合交通戦略の策定、概要版

２
０
０
９
年
度

総合交通戦略の実施・モニタリング・進捗管理
２０１０
以降

フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク

１．交通量
　　調査

市民意見募集

広報

ホームページ等

アンケート調査

ヒアリング調査
６
．
町
田
市
交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
推
進
委
員
会
の
運
営
支
援

 
 

 

 

 



 

 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 



（様式－３ｂ 調査成果） 

 

 ４ 調査成果 

 

１．総合交通戦略とは 

総合交通戦略とは 

・総合交通戦略とは、町田市交通マスタープランに示す「だれもが不便なく移動でき

るまち」の実現のための短・中期的な戦略目標を定め、その戦略目標を実現するた

めの交通施策の展開方針と施策パッケージを定めるものである。 

総合交通戦略の目標年次 

・町田市交通マスタープランの目標年次は概ね 20 年後の 2030 年となっているが、本

総合交通戦略は交通マスタープランの短・中期的な戦略であり、概ね 10 年以内の

中で、前期、後期に分けて整理する。 

総合交通戦略の計画区域等 

・町田市交通マスタープランと同様に町田市全域とする。 
 

２．計画の位置付け 

・町田市交通マスタープランは、町田市基本構想・基本計画に示す将来都市像、町田

市都市計画マスタープランに示す都市づくりの構想を踏まえ、交通施策の基本方針

を定めたものである。 

・本総合交通戦略は、最新の上位計画・関連計画（中期経営計画等）を踏まえつつ、

町田市交通マスタープランを戦略的に展開するために、とりわけ短・中期的に重点

的に取り組むべき戦略施策を選択し、実施に向けた具体的な方向性を定めた実施計

画と位置付ける。 

町田市基本構想 ・基本計画
（2004年3月改定）

町田市都市計画マスタープラン
（1999年6月策定）

町田市交通マスタープラン
（2006年2月策定）

国や東京都などの関連計画
　・首都圏第５次首都圏基本計画
　・運輸政策審議会答申第１８号
　・東京構想２０００　等

町田市の関連計画
　・町田市土地利用基本方針
　・町田市中心市街地活性化計画
　・町田市環境マスタープラン
　・町田市高齢社会総合計画（第3次改定版） 等

町田市都市・地域総合交通戦略

重点的に
取り組むべき

戦略施策を選択
交通マスタープラン以降に
策定・改定中の関連計画

　・町田市中期経営計画（2007年11月策定）
　・町田市都市計画マスタープラン（改定中）
　・町田市中心市街地活性化基本方針（策定中） 等

連携
・整合

 

図 町田市都市・地域総合交通戦略の位置付け 

 



３．戦略目標・戦略施策の設定 

・戦略目標の設定は、上位計画の方向性、市民ニーズ（市民が優先と考える交通対

策）を考慮し、全市的な戦略目標を「路線バスが利用しやすく不便なく快適に移

動できるまちにする」、中心市街地の戦略目標を「中心市街地に訪れるだれもが

回遊して楽しめるまちにする」と設定した。 

・また、町田市の交通課題を踏まえて目標実現のための基本戦略を定め、施策の緊

急度（重点課題）や実現性、有効性の観点から、全市的な戦略施策を２つ（連節

バスシステムの導入、バス路線網の再編）、中心市街地の戦略施策を２つ（総合

的な荷さばき駐車対策、地域主導型組織によるローカルルール策定・運用）設定

した。 

 

図 戦略目標・戦略施策の設定 



 

・本市は、鉄道駅が市域の外縁部に位置していることから、バスが鉄道駅や中心市街地への移動のための重要な交通手段となっている。特に、町田駅はバスが集中し、利用者数も多く、都内有

数のバス拠点となっている。このようにバスが日常の生活・産業基盤の支えとなっていることから、総合的なバス対策を展開していく。 

・連節バスシステムの導入（連節バスの導入に合わせて、車外運賃収受システムやバス優遇施策の実施）【前期】については、町田駅～山崎団地間の連節バスの導入とそのための停車空間の整

備、走行性の向上を図る。 

・バス路線網の再編【後期】については、町田駅～桜台地区間のＢＲＴ化、桜台地区への乗り継ぎ拠点整備、バス利用環境整備を総合的に組合せながら、幹線支線系のバスネットワークを構築

し、運用していく。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現 況  
戦略の展開『総合的な路線バス対策』 将来（交通マスタープランの公共交通施策の基本目標の実現） 

「だれもが公共交通を使って不便なく快適に移動できるまちにする」 前期（２０１５年まで） 後期（２０２０年まで） 

 

 

 

 

 

≪後期：バス路線網の再編と乗り継ぎシステムの構築≫ 
 ・バス路線網の再編、町田駅⇔桜台地区間のＢＲＴ化 

 ・幹線・支線バスシステム導入に向けた拠点整備 等 

 

≪前期：連節バス導入とそれに伴う環境整備≫ 
 ・町田駅～山崎団地間における連節バスの導入 

 ・連節バス停車空間の整備（町田駅）、車外運賃収受システムの導入 等 

【連節バス運行計画（案）】 

○運行系統 ：町 13・町 14（急行） 

○運行区間 ：町田バスセンター～山崎団地 

○運行時間帯：朝ラッシュ時（駅方向）、 

夕ラッシュ時（山崎団地方向） 

○導入台数 ：４台 

○運行本数 ：朝ラッシュ時（うち 7時台）  6 本、 

夕ラッシュ時（うち 19 時台）6本 

○主な効果 ：輸送力増強 

（４台導入で朝３％増、夕 10％増） 

必要運行台数、必要バース数削減 等 

【バス路線網の再編計画（案）】 

○主な再編系統：町 27（町田駅⇔小山田間）、町 30（町

田駅⇔橋本駅北口間）、町 32・町 34（町田駅⇔小山田

桜台間）、町 38・町 39（町田駅⇔野津田車庫間）等 

 （町田駅⇔拠点間を「幹線」、拠点⇔各起終点を「支線」）

○町 32（町田駅⇔小山田桜台間）への連節バス導入と走

行環境整備によるＢＲＴ化 

【乗り継ぎ拠点整備計画（案）】 

○拠点整備場所：桜美林学園付近 

○整備機能  ：バス乗降・待機・転回スペース 

        バス待合スペース（上屋・ﾍﾞﾝﾁ等設置）

        駐輪場、送迎用車両停車 等 

▲拠点整備イメージ（下図は、徳島とくとくターミナルの事例） 

≪前期：既存道路空間での定時性・速達性を確保≫ 
 ・町田駅前通りへのバス優遇施策（バス優先レーン確保・道路改良、Ｐ

ＴＰＳ等）の実施 

 

≪後期：都計道 3・3・36 を整備した上で、定時性・速達

性を確保（対象区間の拡大）≫
・ＢＲＴ導入路線における連節バス導入、バス専用レーン設置、

ＰＴＰＳ導入 等 

 

▲町田駅前通りへのバスレーン設置イメージ ▲ＢＲＴ導入路線における定時性・速達性確保イメージ

≪前期：バス利用環境の整備≫ 
 ・町田駅における乗り場・運行情報案内システムの導入 等 

 

▲総合案内システムイメージ ▲バス乗り場案内イメージ 

 

４．全市的な戦略施策の展開方針・施策パッケージ 



 

５．中心市街地の戦略施策の展開方針・施策パッケージ 

・町田駅周辺の中心市街地では、歩行者天国等への貨物車の進入が歩行者の安全・快適な通行の妨げとなっている。交通マスタープランの歩行者優先エリアは、特に商業が集積し、歩行者が回

遊していることから、このエリアを『交通対策重点エリア（約 20ha）』として、総合的な物流貨物車対策を展開していく。 

・総合的な荷さばき駐車対策として、コインパーキング等を利用した路外荷さばき駐車施設の確保、道路空間を利用した路上荷さばき駐車施設の確保を図る。 

・また、地域主導型組織によるローカルルールを策定し、歩行者天国ルールや荷さばき施設利用ルール（共同荷さばき駐車場（ぽっぽ町田）の有効活用を含む）等を検討し、運用していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現  況 
 戦略の展開（概ね 10年以内（２０２０年）） 

『総合的な物流貨物車対策』 

将来（交通マスタープランの中心市街地交通施策の基本目標の実現）

「だれもが中心市街地へ訪れやすく、回遊して楽しめるようにする」

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：町田市交通マスタープランより 

 

 

 

 

凡　　例
   荷さばき駐車場荷

八王子
方面

相模大野　　　　
藤　沢　　方面
小田原　　　　　

町田駅

荷

荷
荷

鶴　川
新　宿

方面

コインパーキング
等を利用した荷さ

ばき駐車施設

路上荷さば
き駐車施設

歩行者天国
ルールの遵守

横持ち搬送
の共同配送

成　瀬　 　　
長津田 方面
横　浜　 　　

荷

交通対策重点エリア（約20ha）
（＝交通マスタープランの

歩行者優先エリア）

《コインパーキング等を利用した路外荷さばき駐車施設の確保》 

・社会実験実施対象駐車場（原町田６丁目付

近、原町田４丁目付近）を荷さばき貨物車

が利用可能な駐車場として設備の更新、料

金設定、利用ルールを決定 
・横持ち搬送を支援する方策として、電動カ

ートなどの導入可能性を検討 
 

▲コインパーキングを利用した荷さばき駐車施設のイメージ

《路上荷さばき駐車施設の確保》 

・原町田大通りにおける路上荷さばき駐車施設を設置 
・トラックベイによる荷さばきスペースの確保 
・荷さばき用（貨物車用）パーキングメータの設置 等 
 
 
 
 

▲路上荷さばき駐車施設の確保イメージ

2009 年社会実験 

《歩行者天国内ルールの遵守》 

・地域主導型組織の設立・運営 
・警備員やその他物理的な装置等により、歩行者天国内

に流入するルール違反の車両の通行を阻止 
・商店街のルールとして、荷さばき方法や車両通行に関

する取り決め 
・適切な自転車通行（押し歩き）や駐車の仕方の徹底 
・商品・看板等の陳列ルールの構築 等 

《横持ち搬送の共同配送》 

・既存の共同荷さばき施設である

ぽっぽ町田などを起点として、

電動カート等を活用して横持ち

搬送の共同配送を実施 
・ぽっぽ町田については、買い物

商品をぽっぽ町田まで運搬する

サービス等についても検討 

横持ち搬送の共同配送（2002 社会実験）

凡　　例

歩行者の流動方向

自動車の流動方向

公共交通の流動方向

立　　　川
多摩センター

成　瀬　 　　
長津田 方面
横　浜　 　　

淵野辺　 　　
相模原 方面
八王子　　　

交通マスタープランの
中心市街地エリア

公共交通の結節点

歩行者優先区間

方面

鶴川
方面

鶴　川
新　宿方面

相模大野　　　　
藤　沢　　方面
小田原　　　　　

成　瀬
南町田

方面

P    駐車場及び荷さばき場

P
P

P

P
P

P

交通マスタープランの
歩行者優先エリア

町田駅

一括納品や共同荷受けを
実施している大型商業施設

▲歩行者天国区間でのルール遵守イメージ 

凡　　例
一括納品や共同荷受けを実
施している大型商業施設

   荷さばき駐車場荷

成　瀬　 　　
長津田 方面
横　浜　 　　

歩行者優先区間

八王子
方面

鶴　川
新　宿

方面

相模大野　　　　
藤　沢　　方面
小田原　　　　　

町田駅

共同荷受け
(館内共配）

共同荷さばき
駐車場

駐車禁止の
一時解除（9～11)

荷

歩行者優先エリア



 

６．事業プログラム 

（１）全市的な戦略施策の事業プログラム 
 

全市的な戦略施策については、下表に示すスケジュールに基づき展開する。 

 

戦略施策 
基本戦略 

との対応 
施  策 

導入時期（案） 

概ね 5 年 概ね 10 年

【戦略施策１】 

連節バス 

システムの 

導入 

《前期》 

バス路線網の見

直し（駅アクセ

ス強化等） 

①連節バスの導入 

 

 

定時性・速達性

の確保 

②町田駅前通りの３車線化に 

よるバス優先レーン導入 

 
 

③ＰＴＰＳの導入 

（町田駅前通り） 

 
 

公共交通利用 

環境の整備 

④連節バス停車空間整備 
 

 

 

⑤車外運賃収受システムの 

導入 

 
 

⑥バス乗り場案内整備 

（町田駅） 

 
 

【戦略施策２】 

バス路線網の

再編 

《後期》 

バス路線網の 

見直し（駅アク

セス強化等） 

⑦長距離路線の分割等路線の 

再編 

  

⑧道路整備にあわせた走行 

経路の変更 

  

定時性・速達性

の確保 

⑨バス走行空間確保に向けた 

道路整備 

 
 

⑩幹線区間への走行環境整備 
  

公共交通利用 

環境の整備 

⑪乗り継ぎ拠点整備 
  

⑫乗り継ぎ運賃割引制度の導入
  

          

  ：検討・準備・整備期間       ：施策展開・導入   

 

図 全市的な戦略施策の事業プログラム 



 

（２）中心市街地戦略施策の事業プログラム 
 

中心市街地戦略施策については、下表に示すスケジュールに基づき展開する。 

 

戦略施策 
基本戦略 

との対応 
施  策 

導入時期（案） 

概ね 5 年 概ね 10 年

【戦略施策１】 

総合的な 

荷さばき駐車 

対策 

回遊性の高い 

快適な歩行空

間の確保 

①歩行者天国内ルールの遵

守 

 

 

貨物車が効率

的に集配送 

する仕組み 

づくり 

②路外荷さばきスペースの確

保 

 
 

③路上荷さばきスペースの確

保 

 
 

④荷さばきスペースの 

案内・誘導 

 
 

 

⑤横持ち搬送の支援  
 

⑥共同配送の導入 
 

 

【戦略施策２】 

地域主導型 

組織による 

ローカルール

策定・運用 

回遊性の高い 

快適な歩行空

間の確保 

 

⑦地域主導型組織の設立・ 

運営 

 
 

⑧ローカルルールの 

策定・運用 

  

 

歩行者天国の通行許可

制度見直し 

  

歩行者天国の運用ルー

ル見直し 

 
 

自転車の通行・駐車 

ルール構築 

 
 

商品・看板等の陳列 

ルール構築 

  

貨物車が効率

的に集配送 

する仕組み 

づくり 

 
荷さばきスペースの運

用ルール構築 

  

          

  ：検討・準備・整備期間     ：試行期間      ：施策展開・導入 

  

図 中心市街地の戦略施策の事業プログラム 

 



 

７．目標値の設定 

・施策導入による達成度検証のための評価指標と目標値を次のように定める。 

戦略目標 評価指標 現況値 

達成目標値 
交通マス
タープラ
ンの将来
目標値 
（2030
年） 

前期 
（2015
年） 

後期 
（2020
年） 

【全市的 
目標】 

 
路線バスが 

利用しやすく 
不便なく快適
に移動できる 
まちにする 

全体
目標 

市内をバスで利用して
移動する割合 

（鉄道端末利用を含む）

10％ 
（2004 年）

－ 12％ 
現況より

増加 

補完
目標 

最寄り駅まで 
15 分未満で到達できる

市民の割合 

59.6％ 
（2005 年）

62.5％ 65％ 70％ 

鉄道やバスの利便性に
ついて満足している 

市民の割合 

60.9％ 
（2005 年）

62.5％ 65％ 70％ 

主要拠点 
から町田駅
にアクセス 
するバスの 
所要時間 

山崎団地
⇒町田駅

31 分 
<平日8時＞
（2005 年）

現況より
10％短縮

－ 
現況より
10％短縮

桜台 
⇒町田駅

35 分 
<平日 8 時>
（2005 年）

－ 
現況より
10％短縮 

現況より
10％短縮

【中心市街地 
目標】 

 
中心市街地に
訪れるだれも
が回遊して 
楽しめる 

まちにする 

全体
目標 

中心市街地の交通対策
重点エリアにおける 

瞬間最大路上駐車台数

77台 
（2007 年）

－ 
現況より 

減少 
現況より

減少 

補完
目標 

町田駅周辺の中心街で
長い時間、楽しむ 

市民の割合 

40.4％ 
（2005 年）

－ 45％ 
現況より

増加 

歩行者天国内（歩行者天
国時間帯：11～19時）の
路上荷さばき貨物車延

べ台数 

143 台 
（2007 年）

－ 
現況より 
50％減少 

０台 

図 目標値の設定 
 

８．総合交通戦略の推進に向けて 

・「戦略策定（Plan）後、施策実施・管理（Do）、評価（Check）、戦略の柔軟な見

直し（Action）」を進めるため、継続的で透明性の高い仕組みとそれを実施する関

係各者参画による推進体制を構築し、総合交通戦略を推進していく。 

交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

策
定

総
合
交
通
戦
略
策
定

概ね５年間

Do-Check-Action
の繰返し

総
合
交
通
戦
略
の

点
検
・
見
直
し Do-Check-Action

の繰返し

交
通
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の

点
検
・
見
直
し

概ね10年間

Ｐｌａｎ

（総合交通戦略の第１ラウンド）
・総合交通戦略に基づく事業展開
　関連計画への反映（Do）
・目標達成状況のCheck
・小幅な見直し（Action）

Ｐｌａｎ

概ね５年間

（総合交通戦略の第２ラウンド）
・総合交通戦略に基づく事業展開
　関連計画への反映（Do）
・目標達成状況のCheck
・小幅な見直し（Action）

2006.2 2010

 

図 総合交通戦略の推進（ＰＤＣＡサイクル） 


